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脱マスク化に伴う保育士の課題の変化
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抄　録　目的：日本では2023年５月に COVID-19が感染症法の５類に移行され，保育現場でマスクを
外す機会が増加した．本研究では，脱マスク化に伴い保育士の保育に関する課題がどのように変化した
かを明らかにした．さらに，保育中のマスク着用有無によって課題に差があるかも検証した．
方法：2024年７月和歌山市認可保育施設45施設の保育士801名を対象に質問紙調査を実施した．調査項
目は，対象者の基本属性，最近の保育中におけるマスク着用の有無，マスク保育による保育士の課題，
マスクを外すことによる保育状況の変化であった．
結果：36施設，440名から回答が得られた（回収率：54．9％）．個人判断で屋内マスク着用は全体で
48．4％であった．マスク保育による保育士の課題として，子どもに表情や口の動きが伝わりにくいとい
う回答が約８割であった．非着用群では着用群に比べ，多くの者が課題を認識していた．脱マスク後の
保育状況の変化について，口の動きをみせやすくなった，息苦しさが軽減したと約９割が回答していた．
非着用群の方が着用群に比べ，全項目で改善を感じている者の割合が多く，１項目以外全項目において
有意差がみられた．
結論：多くの保育士がマスク保育に課題を感じており，脱マスク後に良い変化を認識していた．保育に
おいて口元を見せることの重要性が再確認された．
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はじめに

　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的流
行は，日常生活に大きな影響をもたらした．感染拡大の
防止策としてマスク着用が義務付けられ，成人のコミュ
ニケーションでさえ相互理解の妨げとなった．
　保育現場は，子どもの発達を支援する環境として，マ
スク着用による影響がより顕著に現れる場である．2020
年の保育・幼児教育施設調査によると，約９割の保育士
が常時マスク着用を義務付けられていた１）．マスク保育

は，口元が隠れることで表情が伝わりにくくなり，未就
学児との円滑なコミュニケーションを妨げる要因となる．
その結果，マスク保育における課題が浮上し，未就学児
の言語習得や発達の遅れにつながる２）．七木田の研究で
は，保育者のマスク着用が幼児に与える影響について，
保育士の約６割が「幼児が表情を読み取れない」，「幼児
の反応が乏しくなった」と報告している２）．また，イギ
リスの未就学児の調査では，マスクは基本的な言語処理
能力を損なわなかったが，喜怒哀楽といった感情認識精
度には大きな影響を与えたと報告している３）．幼児の言
語獲得過程において口の動きの視覚的認識が密接に関連
していることがうかがえる．これらのように，マスク保
育でのコミュニケーションの困難さの報告は多くみられ
るが，これらの研究はパンデミック初期のものが多い．

　原　　著　
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のち，回答者の意見を参考に修正を加えて作成した．
　調査票は，Ⅰ属性（年代，性別，保育士歴），Ⅱ最近
のマスク着用状況，Ⅲマスク保育による保育側の課題，
Ⅳマスクを外すことが多くなった最近の保育状況の変化，
Ⅴマスク保育による園児側の課題，Ⅵマスクを外すこと
が多くなった最近の園児の変化，Ⅶマスク保育の課題に
対して以前どのようなことをしていたか，Ⅷ最近の保育
状況や園児についての困り事の自由記載で構成された．

４．統計解析
　園児側の課題や園児の変化は保育側の課題と保育状況
の変化とほぼ同様の結果が得られたため，本研究では取
り扱わないこととした．すなわち，本研究では，I，Ⅱ，
Ⅲ，Ⅳ，Ⅶについて絞って分析することとする．また，
屋外のマスク着用に関しても分析対象外とした．
　調査時点では屋内保育時のマスク着用は各保育士の判
断に任せられている施設が93．0％であった．そこで，屋
内でマスクを着用していると答えた群（着用群）と着用
していないと答えた群（非着用群）とで，各項目に対す
る回答に差があるかを検討した（職務規定上マスクをす
ると回答した７名を除く409人）．
　両群の差はχ²検定を用いて分析した．データは SPSS 
Statistics version 28を用いて，p<0．05を有意とした．

５．倫理的配慮
　対象者に対して，書面により，調査の目的と方法，参
加は任意であること，無記名での調査のため個人が特定
できないこと，参加の有無による不利益がないことを説
明した．参加に同意した対象者のみが回答するように求
めた．
　本研究は宝塚医療大学和歌山保健医療学部の倫理委員
会にて承認を得て行った（承認番号：230731 -1）．

結果

　郵送した45施設中36施設，440人から回答が得られた
（回収率：54．9％）．回答者は20歳代（28．6％），女性
（96．6％），保育士歴10年以下（44．1％）が多かった．
保育中の屋内マスク着用は職場規定上着用1．6％，個人
判断で着用48．4％であった．屋外マスク着用は職場規定
上着用1．1％，個人判断で着用24．5％であった（表１）．
　保育中の屋内マスク着用の有無でみると，着用群の約
半数（49．8％）が屋外マスクも着用しており，非着用群

　2023年５月，日本において COVID-19の感染症法上
の位置づけが変更され，マスク着用の行動制限が緩和さ
れた．この変更は，約３年にわたるマスク着用環境から
脱マスク化への移行がもたらす保育環境への影響を検証
する貴重な機会となる．しかし，マスク着用の有無を個
人判断できるようになった環境下での保育士の実態と，
それに基づく保育実践の変化を比較した研究は見当たら
ない．

目的

　本研究は，COVID-19感染症法再分類後の過渡期にお
ける，保育現場でのマスク着用実態と，マスク保育によ
る保育側の課題，脱マスク後の保育状況の変化，マスク
保育の課題への対応を記述するものである．さらに，マ
スク着用を継続する保育士とマスクを外した保育士の両
群における課題やその変化，課題への対応の差を明らか
にすることで，保育現場における感染症対策下であって
もより良い保育実践を検討するための資料とする．

方法

１．対象者
　本研究は，当初2024年６月時点で和歌山市認可保育施
設全52施設に勤務する全保育士（1，141名）を対象に設
定した．対象となる保育施設の施設長に事前に研究協力
の依頼について架電したところ，７施設が参加拒否のた
め，残る45施設801名の保育士が本研究の対象となった．
調査は2024年７月に実施した．

２．データ収集
　倫理委員会の承認を得た上で，匿名の自己記入式アン
ケート調査を実施した．調査方法については，施設長に
口頭で説明，書面で保育士に説明した．参加者は，勤務
中または自宅にて調査票に記入し（所要時間：約５分），
結果を施設へ提出した．提出期限を２週間後に設定し，
施設長に研究者へ返送を依頼し，提出された結果を集計
した．

３．調査票の作成
　調査票で用いた質問内容とレイアウトに関しては，著
者が既報などを参考に作成し，さらに10名の保育士にパ
イロット調査を依頼し，質問のわかりやすさを確認した



20 大　内　由　梨 他

と比較して有意に高かった（χ²=131．65，p<0．01，ES= 
0．57）．
　マスク保育による保育側の課題では，「保育士の表情
が伝わりにくい」（85．7％），「保育士の口の動きが子ど
もに見せにくい」（76．6％）が3/4以上を占め，「仕事の
時に息苦しい」（64．3％），「保育士の声が子どもに届き

にくい」（62．0％），「保育士の感情（喜怒哀楽）が伝わ
りにくい」（55．9％）が半数以上を占めた（表２）．
　保育中の屋内マスク着用の有無でみると，非着用群の
方が着用群に比べ，15項目中14項目で課題であると回答
した者の割合が高く，11項目で有意な差であった（χ²
検定，P-values<0．05，ESs=0．03～0．25）．

表１．基本属性

合計（N=440）
個人判断で屋内マスク

着用群（n=213） 非着用群（n=196）
属性 区分 人 ％ 人 ％ 人 ％ p
年代 10代

20代
30代
40代
50代

60代以上

3
126
110
89
80
29

0．7
28．6
25．0
20．2
18．2
6．6

1
60
49
39
43
19

0．5
28．2
23．0
18．3
20．2
8．9

2
61
49
42
33
9

1．0
31．1
25．0
21．4
16．8
4．6

0．44

性別 男性
女性

5
425

1．1
96．6

2
205

0．9
96．2

2
192

1．0
98．0

0．95

保育士歴 ～５年
６～10年
11～20年
21～30年
31年～

96
98
128
77
32

21．8
22．3
29．1
17．5
7．2

50
46
56
36
20

23．5
21．6
26．3
16．9
9．4

39
46
63
33
12

19．9
23．5
32．1
16．8
6．1

0．5

屋内マスク着用 職場規定上着用
個人判断で着用
個人判断で外す

7
213
196

1．6
48．4
44．5

屋外マスク着用 職場規定上着用
個人判断で着用
個人判断で外す

5
108
295

1．1
24．5
67．0

0
106
94

0
49．8
44．1

0
2
193

0
1．0
98．5

＜．001

表２．マスク保育による保育側の課題

合計（N=440）
個人判断で屋内マスク

着用群（n=213） 非着用群（n=196）
人 ％ 人 ％ 人 ％ p ES

保育士の表情が伝わりにくい
保育士の口の動きが子どもに見せにくい
仕事の時に息苦しい
保育士の声が子どもに届きにくい
保育士の感情（喜怒哀楽）が伝わりにくい
保育士の指示がすぐに伝わりにくい
歌唱指導が難しい
保護者の顔が覚えにくい
咀嚼方法が見せにくい
リズム楽器を演奏する際の呼吸が苦しい
保護者とのコミュニケーションが取りにくい
大きな声で話すので，喉の痛みが頻回にある
保育士同士のコミュニケーションがとりにくい
保護者との信頼関係が築きにくい
保育士のマスクを嫌がる

377
337
283
273
246
188
161
146
133
67
59
58
34
24
2

85．7
76．6
64．3
62．0
55．9
42．7
36．6
33．2
30．2
15．2
13．4
13．2
7．7
5．5
0．5

185
163
126
121
117
72
65
72
65
25
18
26
12
4
1

86．9
76．5
59．2
56．8
54．9
33．8
30．5
33．8
30．5
11．7
8．5
12．2
5．6
1．9
0．5

186
168
151
150
127
114
92
72
67
41
41
30
22
20
1

94．9
85．7
77．0
76．5
64．8
58．2
46．9
36．7
34．2
20．9
20．9
15．3
11．2
10．2
0．5

0．01
0．02
＜．001
＜．001
0．04
＜．001
0．01
0．54
0．43
0．01
＜．001
0．45
0．03
＜．001
0．95

0．14
0．11
0．18
0．22
0．11
0．25
0．16
0．03
0．45
0．12
0．18
0．37
0．11
0．18
0

χ²検定　ES：効果量



21Nursery teachers’ problems post-masks

　脱マスク後の保育状況の変化について，「少し思う」，
「非常に思う」と回答したものを各項目の変化に賛同し
たとして取り扱った．賛同した割合は，「口の動きが見
せやすくなった」（89．8％），「保育士の表情が伝わりや
すくなった」（85．9％），「息苦しさが軽減した」（83．9％），
「感情が伝わりやすくなった」（81．8％），「保育士の声
が届きやすくなった」（81．8％）が８割以上を占めた（表
３）．また，「保護者の顔を覚えやすくなった」（63．0％），
「保護者とのコミュニケーションが取りやすくなった」
（42．0％），「保護者と信頼関係が築きやすくなった」

（38．2％）と保護者関連の変化もみられた．
　保育中の屋内マスク着用の有無でみると，非着用群
の方が着用群に比べ，すべての項目で改善を感じてい
る者が多く，全体で８割以上を占めた５項目は９割以
上の割合になった．「咀嚼方法が見せやすくなった」以
外のすべての項目において有意差がみられた（χ²検定，
P-values<0．02，ESs=0．12～0．27）．
　マスク着用時の課題への対応では，「表情以外にも言
葉で気持ちを伝える」（56．4％），「目元で表情を伝える」
（55．7％），「喜怒哀楽に合わせて声色を変える」（52．7％）

表３．脱マスク後の保育状況の変化

合計（N=440）
個人判断で屋内マスク

着用群（n=213） 非着用群（n=196）
人 ％ 人 ％ 人 ％ p ES

口の動きが見せやすくなった
保育士の表情が伝わりやすくなった
息苦しさが軽減した
感情が伝わりやすくなった
保育士の声が届きやすくなった
指示がすぐに伝わりやすくなった
咀嚼方法が見せやすくなった
保護者の顔を覚えやすくなった
歌唱指導がうまくいくようになった
保護者とのコミュニケーションが取りやすくなった
保育士同士のコミュニケーションが取りやすくなった
リズム楽器を演奏する際の呼吸が楽になった
喉の痛みが減った
保護者と信頼関係が築きやすくなった
保育士のそばに来る機会が増えた

395
378
369
360
360
294
290
277
262
185
168
163
156
154
88

89．8
85．9
83．9
81．8
81．8
66．8
65．9
63．0
59．5
42．0
38．2
37．0
35．5
35．0
20．0

194
185
172
174
166
127
141
128
117
72
63
61
56
61
34

91．1
86．9
80．8
81．7
77．9
59．6
66．2
60．1
54．9
33．8
29．6
28．6
26．3
28．6
16．0

194
188
190
180
188
164
144
143
140
111
102
97
97
91
52

99．0
95．9
96．9
91．8
95．9
83．7
73．5
73．0
71．4
56．6
52．0
49．5
49．5
46．4
26．5

0．02
0．01
＜．001
0．02
＜．001
＜．001
0．23
0．01
0．01
＜．001
＜．001
＜．001
＜．001
＜．001
0．01

0．12
0．14
0．23
0．12
0．22
0．27
0．06
0．13
0．15
0．23
0．23
0．2
0．24
0．18
0．12

χ²検定　ES：効果量

表４．マスク保育の課題への対応

合計（N=440）
個人判断で屋内マスク

着用群（n=213） 非着用群（n=196）
人 ％ 人 ％ 人 ％ p ES

表情以外にも言葉で気持ちを伝える
目元で表情を伝える
喜怒哀楽に合わせて声色を変える
マスクの付け外しで，顔を見せるようにする
なるべくゆっくり話す
オーバーアクションにふるまう
声量を大きくしたり，マイクを使用する
ボディランゲージを用いて，感情を伝える
ジェスチャーを多用する
マスクの代わりにフェイスシールドを使用する
透明マスク（マスクシールド）を使用する
絵カードやイラストを用いて説明する
ネームプレートを使用する

248
245
232
191
183
146
140
88
88
61
51
38
16

56．4
55．7
52．7
43．4
41．6
33．2
31．8
20．0
20．0
13．9
11．6
8．6
3．6

132
126
113
100
95
68
67
46
40
23
21
20
9

62．0
59．2
53．1
46．9
44．6
31．9
31．5
21．6
18．8
10．8
9．9
9．4
4．2

113
116
116
89
83
76
71
40
48
37
29
18
7

57．7
59．2
59．2
45．4
42．3
38．8
36．2
20．4
24．5
18．9
14．8
9．2
3．6

0．37
1．00
0．21
0．76
0．65
0．15
0．31
0．77
0．16
0．02
0．13
0．94
0．73

0．04
0．01
0．07
0．01
0．03
0．07
0．05
0．02
0．08
0．11
0．07
0．002
0．01

χ²検定　ES：効果量
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という取り組みが半数以上を占めた（表４）．一方，「マ
スクの付け外しで，顔を見せるようにする」（43．4％），「な
るべくゆっくり話す」（41．6％），「オーバーアクション
にふるまう」（33．2％），「声量を大きくしたり，マイク
を使用したりする」（31．8％）が半数に満たなかった．
　保育中の屋内マスク着用の有無でみると，非着用群
の方が着用群より，「マスクの代わりにフェイスシール
ドの使用する」者が有意に多かった（χ²検定，p=0．02，
ES=0．11）．その他の項目では，着用群と非着用群で差
はみられなかった．

考察

１．マスク保育による保育側の課題
　マスク保育において，3/4以上の保育士が表情が伝わ
りにくいことや口の動きを見せにくいことに課題を感じ
ていた．また，マスクによる物理的な遮蔽により，声量
が低下し，その結果，声が届きにくくなり，感情（喜怒
哀楽）が伝わりにくいといった意見もみられた．これは
先行研究と同様の結果を示している２，４）．さらに，本研
究では，脱マスク後にマスクを着用していない保育士の
方が，着用している保育士よりも，課題を認識している
者が多いことが明らかとなった．マスク保育に対する課
題を認識したために，現在の判断としてマスクを自主的
に外していると考えられる．

２．脱マスク後の保育状況の変化
　脱マスク化により，口の動きや表情，感情が伝わりや
すくなったとの意見が全体で約８割，マスク非着用群で
は９割以上の者で挙げられた．この結果は，マスク保育
における保育士側の課題を挙げた者よりも多くの者が
変化を感じており，先行研究と符合していた４，５）．また，
保育士の声が通りやすくなったことは，歌の指導や咀嚼
指導など，保育における日常生活や遊びの場面にも影響
があったとする先行研究とも符合した６）．
　さらに，脱マスク化による保護者との関係性の変化も，
約６割が「保護者の顔を覚えやすくなった」と感じてい
た．また，約４割が「保護者とのコミュニケーションが
取りやすくなった」，「保護者と信頼関係が築きやすく
なった」とした．理由として，マスクを外した保護者を
見る機会が増えたことで，保護者との会話も円滑になり，
信頼関係の構築が容易になったと考えられる．大坊によ
ると，顔は非言語的コミュニケーションの中で最も強い

伝達手段であり，表情が担う役割は円滑なコミュニケー
ションにおいて重要だとしている７）．また，Ojiroは発
達に気がかりのある子どもに対する親との対話の重要性
を８），杉村はコロナ禍において三密回避が優先されたこ
とで，保護者との関わりに制約が生じたことを示してお
り６），脱マスク化による関係性の変化はこうした影響を
受けていると考える．今後は，保護者と子どもの成長に
関する気付きや視点を積極的に共有することが，より一
層求められる．

３．マスク保育時の課題への対応
　マスク保育の課題への対応として，保育士は，言語に
よる感情表現の強化や，喜怒哀楽に応じた声色の変化な
ど，表情の代替手段を積極的に活用していた．また，口
元が見えない状況下で，「保育士の表情が伝わりにくい」
という課題に対して，声を大きくするやマイクの使用な
ど園児に聞こえる声や見える目元で表情を伝える工夫が
なされていた．この点は，阿久澤の保育士を対象とした
研究において「目元の表情による意思疎通」が重要であ
ることが示唆されている結果とも符合した５）．
　一方，他の先行研究では，マスク着用により「声が
大きくなった」「園児に近づいて話すようになった」と
対応した保育士が多かったと報告されている２）．しか
し，本研究では，声を大きくするやマイクの使用という
回答は約３割と比較的少数であった．この差の理由とし
て，2020年コロナピーク時に行われた先行研究から数年
が経過したことで，マスク越しの会話に対する認識が変
化したことが考えられる．具体的には，保育士や園児が
マスク着用下でも通常の声量あるいはそれ以下の音量で
十分に意思疎通が可能であると理解するようになったこ
とが一因と推察される．さらに，単に声量の調整だけで
なく，より高度な感情表現を意識するようになり，保育
士が日々の実践の中で対策を発展させてきたことがうか
がえた．
　マスク着用の有無によって，マスク着用時の課題への
対応に差がなかった点については，いくつか原因が考え
られる．一つは，保育施設として対応策の方針やマニュ
アルが統一されていたため，保育士個人の対応には差が
ないことがうかがえる．２つ目は，マスク保育の有無に
かかわらず，保育士は子どもとの関わりにおいて，平常
時からコミュニケーションが円滑になるように，何らか
の工夫を行っていたためと考えられた．
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４．研究の限界点
　本研究には考慮すべきいくつかの限界がある．対象者
は全国の保育士に比べて男女比，年齢分布に差がなかっ
たが，経験年数が短い者が少なかった（経験年数10年以
下は全国平均57．3％）９）．また，問題行動における自己
制御機能の発達を，幼児の性別にみた先行研究では，女
子の方が男子に比べ自己制御機能を早く身に着けると報
告されている10）．本研究では，保育士が担当する園児の
年代や性別などの情報を得ておらず，保育士が想起する
園児によって，差が生じた可能性がある．また保育士は
子どもを注意深く観察する立場にはあるものの，本研究
で得た情報は保育士が感じた課題であり，保育園児の行
動や変化を客観的に評価したものではない．これらの限
界はあるものの，新型コロナウイルス感染症の再分類後
の保育士における課題の変化に関する情報は，未就学児
の保育状況を理解する上で重要である．
　先行研究において，就学以前から小学校への連携の重
要性が報告されている11）．今後，保育士の対応の有無別
に追跡調査し，未就学児の言語発達，社会性，情緒発達
に対する長期的な効果についても評価する必要がある．

結論

　保育時マスク着用が個々の保育士の裁量になった2024
年７月時点でも，本研究対象施設では48．4％の保育士が
屋内保育でマスクを着用していた．保育士の多くがマス
クを着用した保育に課題を感じており，特にマスク非着
用者でその傾向が顕著であった．また，脱マスク後には
多くの課題が改善されたと感じる保育士が多く，子ども
とのコミュニケーションや保育の質の向上が示唆された．
マスク着用時には，表現力を補うための工夫が行われて
いる実態も明らかとなった．
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Changes in mask-related problems of nursery teachers
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Abstract　Purpose: After Covid-19 was downgraded to Class 5 in May 2023, nurseries in Japan began 
allowing teachers and children to remove their masks. This study aimed to clarify how mask-related 
problems of during childcare changed after nursery teachers removed their masks. We also examined if 
there were any differences in problems depending on whether masks were worn during childcare.
Method: In July 2024 we conducted an anonymous questionnaire survey of 801 teachers at 45 nurseries 
in Wakayama. It covered correspondent characteristics, recent mask-wearing during childcare, problems 
encountered by correspondents while wearing a mask, and changes in such problems after mask use was 
discontinued.
Results: There were 440 responses from 36 nurseries （response rate: 54．9％）. At their own discretion, 
48．4％ of correspondents wore a mask indoors during childcare. As for problems related to wearing 
a mask, approximately 80％ pointed out ‘difficulty in conveying facial expressions to children’, and 
‘difficulty in showing mouth movements to children’. More correspondents who no longer wore a mask 
pointed out these problems than the correspondents who wore a mask. Regarding changes after the 
removal of masks, approximately 90％ of those that no longer wore a mask answered that it was easier 
to show mouth movements and that breathlessness had decreased. Moreover, the number of responses 
by unmasked teachers that indicated improvement was significantly higher than in the mask-wearing 
teachers in all categories except one.
Conclusion: Many nursery teachers had problems when masked, but they recognized positive changes 
after unmasking. The importance of showing the mouth in childcare was reconfirmed.

Key  words：nursery school, mask-wearing childcare, problem, unmasking


